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　羽黒山トンネルの西側坑口付近で発生した
大規模斜面崩落（目視180万m3）は村の幹線
道路である県道を埋め、周辺家屋を押し流し
た。復旧工事は崩落土の撤去、水抜きボーリ
ングを施工し斜面の安定を図る工法で実施。
県では18年秋には村内全集落の連絡が可能
になるよう県道復旧工事を進めている。

■羽黒トンネル付近の大規模
　土砂崩落

　東竹沢地区で発生した河道閉塞による木籠集落の方々は、家屋の
浸水で甚大な被害を被った。浸水被害軽減のため地すべりの監視を
続けながら、緊急排水路の設置、仮排水路の整備等を24時間体制で
施工した。湛水位は元河床EL130mに対して、最高水位は11月17日に
157.76mまで上昇した。木籠集落24世帯65人、家屋全壊率100％。

■芋川河道閉塞により水没した木籠集落

　山古志は、江戸時代の初め、「山二十村」と「山六ケ村」と呼ばれて
いた。のち幕領となり、山古志全体を「二十村」と呼ぶようになった。
　「山二十村」とは、木沢、塩谷、蘭木、荷頃、梶金、小松倉、菖蒲、岩
間木、朝日、寺沢、中山、首沢、小栗山、油夫、大内、竹沢入、間内平、
桂谷、大久保、濁沢の20村である。また「山六ケ村」は、種苧原、中野、
蓬平、池谷、竹之河内、虫亀を指していた。
　この「山二十村」と「山六ケ村」を「山古志」の名で呼ぶことが定着
するようになったのは1830年代以降であり、1824年（文政7）２月の
役人人事の記録に、初めて「山古志村々」という名称が使われている。
　古くは天領として桑名藩下にあった古志郡、明治22年町村制が
施行されるが、「種芋原」「虫亀」「竹沢」「東竹沢」は独立した村として
残る。

　昭和の大合併では「種芋原村」「大田村」「竹沢村」「東竹沢
村」が一つになり昭和31年3月に新しい村が誕生した。古志郡
の山間にあり、山古志郷の通称から「山古志村」となった。

　芋川の河道は、左岸からの地すべりによって
320mにわたって土砂で埋まった。河道閉塞部
上流の水位があがり上流の集落では、家屋の
浸水・水没するなど深刻な被害が発生した。

■芋川河道閉塞（東竹沢地区）

復旧状況（H17.11.19）被災状況（H16.11.4）復旧状況（H17.10.9） ※被災状況の写真：北陸地方整備局提供

被災状況（H16.10.27）

水没被災状況（H17.11.19）被災状況（H16.12.2）
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地滑り規模
 長さ 幅 想定深さ 土砂量
 350m 295m 30m 130万m3

河道閉塞
 高さ 最大長 流出土砂量 最大湛水量
 32m 320m 65万m3 256万m3
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　山古志を含む旧二十村が錦鯉の発祥地であ
る。今や錦鯉は全国ブランドとなり、海外から
多くのバイヤーも来る。錦鯉の生産額は農業
生産額を抜き、山古志でトップのシェアを占め
るに至っていた。養鯉池は棚田から転換したも
のが多く、甚大な被害を被り、多くの鯉は死に、
地域にとって経済的なダメージは大きい。

■養鯉池（虫亀地区）

　山古志は棚田が美しい山里。村民は集落を取り囲む山里に永い年月
をかけて、地すべり地と共生しながら、棚田を造り上げてきた。今まで
経験したことのない震度により、棚田の大半が崩れ落ち、用水が止まり、
その被害は甚大となった。仮設住宅での生活がつづく中、7月に一部
の地域で避難指示が解除され、棚田の復旧が進み出した。

　山古志は、江戸時代の初め、「山二十村」と「山六ケ村」と呼ばれて
いた。のち幕領となり、山古志全体を「二十村」と呼ぶようになった。
　「山二十村」とは、木沢、塩谷、蘭木、荷頃、梶金、小松倉、菖蒲、岩
間木、朝日、寺沢、中山、首沢、小栗山、油夫、大内、竹沢入、間内平、
桂谷、大久保、濁沢の20村である。また「山六ケ村」は、種苧原、中野、
蓬平、池谷、竹之河内、虫亀を指していた。
　この「山二十村」と「山六ケ村」を「山古志」の名で呼ぶことが定着
するようになったのは1830年代以降であり、1824年（文政7）２月の
役人人事の記録に、初めて「山古志村々」という名称が使われている。
　古くは天領として桑名藩下にあった古志郡、明治22年町村制が
施行されるが、「種芋原」「虫亀」「竹沢」「東竹沢」は独立した村として
残る。

　昭和の大合併では「種芋原村」「大田村」「竹沢村」「東竹沢
村」が一つになり昭和31年3月に新しい村が誕生した。古志郡
の山間にあり、山古志郷の通称から「山古志村」となった。

　地すべりの発生により斜面崩落、道路決壊の被害が著しく、直轄権限
代行として災害復旧事業を実施している区間。復旧工事は山側斜面の切
土、谷側の補強盛土、地すべり対策を実施、昨年末の降雪期までに道路
本体部分はほぼ完了。雪解け後舗装工事、交通安全施設に着手する。

復旧状況（H17.11.27）被災状況（H16.11.1）復旧状況（H17.11.27） ※被災状況の写真：北陸地方整備局提供

被災状況（H17.6.21）

復旧状況（H17.11.12）被災状況（H17.5.20）
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■棚田（竹沢地区）

■一般国道291号（東竹沢地区）
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